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第 4項家族集積性の検討 

少者と成人との陽性率の割合を検討して経皮感染が
第 1章緒 主道であろうと推論し，宮 JI(2)は A.d.も経皮感染
鈎虫の感染経路については従来多くの研究報告(1) が主道であると述べている。また，小宮(2ベ鈴木(25)
〈わくわくわωωωωω (10)(11)(12)(13)があるが，むしろ，生 等はその地方の生活環境因子 Iとより感染経路は異り
物学的実験的研究が多く，経口的或は経皮的感染の 得ると意見を述べ，又 N.a.と A.d.とでは年少者
成否，宿主体内移行経路について論ぜられて来た趣 層と成人層との陽性率の比が異る乙とから両種の感
がある。 染経路を同一視する ζ とは出来ないとし，矢島(26)
近来に到って公衆衛生学的見地から野外における は両種の年令別感染曲線に全く差を認めない点よ
研究が盛となり，各地域別に鈎虫種類別分布状況が り，両種とも我国農村においては経皮感染をその主
明らかにされそれと関連して野外における感染経路 道とすると推論し，西国 (27)は純農村の疫学的調査
について種々の推測が加えられて来た。而して鈎虫 成績から A.d.の感染経路は経口的であると述べて
の主要感染経路を明確にする ζとは，感染予防対策 いる。
の点からも公衆衛生学上重要な意義を有するもので 以上の如く一般に我が国農村の鈎虫感染経路につ
ある。 いては数多くの調査報告があるが未だその見解がー
河井〈仙台，永吉(15)(附ら，小林(17)等は農村 lとアメ 致していえEい。しかし、農村とはその生活形態を異 K 
Pカ鈎虫(以下 N.a.と略記〉が多く，都市民ヅピ する漁村については，鈎虫の疫学を取り上げた報告
ニ鈎虫(以下 A.d.と略記)が多いことから主要感 は誠に少い。漁村における生活形態は農村のそれと
染経路が異ると論じ，牟田口(18)(19)(20)(21)は A.d. 相異し，従ってそこに生ずる鈎虫感染経路について
分布地区における都市と農村の調査成績及び家族集 の生態学的諸条件が大いに異って来ると考えられ
積性等を検討して両種とも経皮感染が主道であると る。特に，半農半漁村においては農業は女子，漁業
述べ，小宮問、，水野(23)等は A.d.分布地区で年 は男子の如く明らかに分業形態をとるところでは，
一 吉
-412- 千葉医学会雑誌 第 35巻
汚染環境たる畑地えの男子の出入は少く鈎虫の経皮 は，農繁期比は自家農事終了後他部落へ日雇い農事
感染の機会は遮断されていると考えられる。 K，或は部落内の手不足農家へ農業手伝いに行くも
著者は第 1篇において館山市西岬中学々童の調査 のが多い。
成績を報告し中学々童家族の検便成績についてもふ 第2節調査方法
れ，半農半漁村においては農業l乙従事する女子に鈎 調査は昭和 31年 9月より周年 12月までに検便，
虫卵陽性率が高く，漁業に従事する男子のそれは低 集団駆虫及び疫学調査を行った。
率であった事を述べた。そこで中学々童に比較的高 1.検便方法は第 1篇と同じく硫苦加飽和食塩水
率であり，しかも典型的半農半漁の生活形態を有す 浮波法 1本値により，種別判定は瓦培養法及び駆虫
る波左間及び洲崎の二部落について，各家族毎lζ生 後 24時間の尿内排虫調査によった。
活様式を精査すると共K検便を実施し，且つ，培養 JI.集団駆虫は波左間部落については昭和 31年
法及び駆虫によって両部落K淫浸している鈎虫の種 9月 20日午前 8時K部落集会所に集合，身体状況
別を明らかにして疫学的考察を行い，上述の感染経 の調査を行い，翌 21日前日同様に集合せしめ午前
路について興味ある成績を得たので報告する。 9時lζ1・プロ{ム・ナフトー71.--(2)(オーミシ頼粒) 
6gを30分間隔で2固に分服して投与，服薬確認の
第2章罰査対象及び方法 後帰宅休養させた。翌日も同様にして薬剤同量を投
第1節調査対象及び地区概況 与後帰宅させた。即ち薬剤投与量は成人 1人当りオ
調査対象は第 1篇K述べた西岬地区内の波左間部 ーミン頼粒 12gを服用させた。
落 112世帯 515名及び洲崎部落 73世帯 375名の両 洲崎部落は昭和 31年 12月 18日間部落集会所に
部落における全住民である。 集合身体検査を行い，翌 19日午前 8時にアスカ P 
J左間部落は西岬地区の東京湾K面する海岸線の ドーん四塩化エチレシ合剤(アスキス E液) 10 
ほY中央lζ位置し，部落住民の生活は農業及び漁業 ccを投与し 2時間後lζ後下斉IJ(で硝) 30 gを頓用
によって営まれている。農業は殆んど女子によって させ帰宅休養させた。
行われ，農耕地は水田 12町歩，畑地 17.5町歩，農 夕刻各家庭を巡訪して被駆虫者の身体状況を調査
家一戸平均は水田1.6反歩，畑地1.9反歩で，土質 した。
は壌土及び砂質壌土である。農作物は水田の二毛作 尚駆虫成績判定は駆虫実施後それぞれ 3週間自に
は行われず，畑地では麦，甘薯及び豆類が多く，最 浮波法 1本値及び瓦培養法を併用して行った。
近では花井の栽培も行われている。野菜類は各自家 JIT.疫学的調査は対象各世帯毎に質問用紙を配布
の需要を満す程度で他地区への出荷は行われていな し，各世帯員について性別，年令別，職業別及び作
い。漁業は約40年来大型定置網が操業されて，特 業型別等の具体的生活状態を解答せしめ， ζれを基
に近年は部落住民Kよる協同組合が経営主体となっ 準として行った。
ているので部落民男子は老若を問わず大部分が定置 IV. r肥ガセJ調査，所謂「肥ガセJは鈎仔虫の経
網従業員として四季を通じて漁業lζ従事している。 皮感染によって生ずるものが多いとされている。そ
洲崎部落は西岬地区の海岸K突出した尖端より太 乙で感染経路を推定する指標として鈎虫卵陽性者に
平洋K面する位置にあり，波左間部落同様K農業と 対して質問用紙を配布し， r肥ガセjの既往所見を
漁業によって生活が立てられている。農業は波左 記入解答させた。
間同様女子の専業である。農耕地面積は水田 6.5町
歩，畑地 16.6町歩，農家一戸平均それぞれ1.1反及 第3章調査成績
び2.7反で畑地が多く，士質は埴土及び埴壌土であ 第1節寄生虫感染状況
る。農作物は主として麦，甘薯及び豆類であるが， 総検便数は波左間部落 515名，洲崎部落 375名で
海洋性気候であり無霜地帯であることを利用して花 寄生虫卵陽性率は第 1表の如く，前者は鈎虫 14.7%，
井の栽培が盛んで畑地の三分のーを ζれに使用して 畑虫 6.8%，鞭虫 3.1%，東洋毛様線虫1.7%で，後
いる。漁業は釣延縄漁業が行われ，その経営体は個 者は鈎虫 33.3%，蜘虫 31.2%，鞭虫 28.5%，東洋毛
人単位で小型モーター船によって操業されている。 様線虫 0.2%である。両部落とも'鈎虫卵陽性率が最
同部落共主として男子は漁業，女子は農業K従事 も高く，洲崎部落は波左間部落に比して鈎虫，姻
し，商庖や勤人は極めて少い。なお，女子農業者 虫，鞭虫とも有意差をもって高率である。
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第 1表 寄生虫卵陽性率 ()は陽性率%を示す。
! 波左間部落 | 洲崎部落 
1~2k*lr 1 鈎虫卵|岨虫卵|鞭虫卵|東洋毛様線I ~2k*lr I鈎虫卵|蜘虫卵|鞭虫卵|東洋毛様線
別|検査数|陽性者[陽性者|陽性者 i虫卵陽性者l検査数|陽性者|陽性者|陽性者 i虫卵陽性者
58 7 29 4218 48 1 
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第 2節鈎虫感染状況
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第 1図年令別鈎虫卵陽性率 
虫卵陽性率は第 1表に併記した。波左間部落で
(95%信頼限界巾)
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幼稚園児，学童の層では性別K差は認め難いが，成
人層では波左間部落男子 14.1%，女子 27.0%，洲崎
部落男子 27.2%，女子 63.3%で，老人層では波左間
部落男子 9.0%，女子 27.0%，洲崎部落男子 25.0%，
女子 66.6%で何れも有意差を以って女子が高率で
ある。
第2項作業型別鈎虫卵陽性率
第 3図は農業従事者，漁業従事者，農業・漁業以
外の勤労者(商工業者，子守，留守番，老人等を含
む〉。学童及び乳幼児Kついて鈎虫卵陽性率を信頼
度 95%の信頼限界巾で示したものである。両部落
とも農業従事者群の下限と漁業従事者群の上限とが
著明にかけ離れて X2検定によれば 1%以下の危険
率で有意差が認められる。また，農業従事者と，農
業・漁業以外の勤労者では，波左間部落は農業従事
者が僅iζ高率であるが有意差は認められず，洲崎部
落は農業従事者が有意差をもって高率である。
第 3項鈎虫卵陽性率と経済的条件との関係
経済的条件として年間所得額及び畑耕作面積を調
査し，鈎虫卵陽性率との関係を検討した。
所得額と鈎虫卵陽性率の関
第3図 作業型別の鈎虫卵陽性率 (95%信頼限界巾〉 
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示したものが第4図である。
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第4図 所得額と鈎虫卵陽性率との関係 
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第5図耕作面積(畑地〉と鈎虫卵陽性率 (95%信頼限界巾〉 
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第4項家族集積性の検討 	 第3節寄生鈎虫の種別感染状況
鈎虫感染の様相を考察する一手段として家族内集 鈎虫の種別調査は波左間部落では瓦培養による発生
積性を検討した。家族集積性を検討するためには被 仔虫を鑑別し得た 70名，洲崎部落については駆虫
検率 100%である事を要するが，本調査の被検率は による排虫及び瓦培養による発生仔虫を鑑別し得た 
5150.... ...~/... '，，，，.'.-I- "'N~"_'. ~ 375 
~ 	 波左間部落は扇面 (94.3%)，洲崎部落は訂~ (91.0%) 者 86名について調査した。
で，ほぼその目的を達するものと思われる。家族集 寄生鈎虫種の分布は波左間部落では N.a.単独寄
積性を検討する為児二項分布lζよる理論値を計算す 生者(以下 N.a.単独と略記)23名， A. d.単独寄
れば第 2，3表の如く， X2検定によれば標本分布は 生者(以下 A.d.単独と略記)24名，両種混合寄生
理論分布と大きいへだたりは認められない。従って 者(以下 N.a. +A. d.と略記)23名であり，洲崎
家族集積性は認められない。 部落では N.a.単独 26名， A. d.単独 36名， N.a. 
第2表 波左間部落家族集積状況
( )は理論値。 p=0.148
諸手 1 2 3 4 5 6 7 8 計
。 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
4 
(4.26) 
1 
(0.74) 
6 
(7.26)
4 
(2.52)。 
(0.22) 
16 
。 (14.22) 
6 
(7.41) 
1 
(1.29)。
(0.07) 
13 
(11.07) 
6 
(7.69) 
2 
(2.00)。
(0.23)。
(0.01) 
10 
(8.53) 
4 
(7.41) 
4 
(2.57)。 
(0.47)。 
(0.04) 
1 
(0.00) 
7 
(5.58) 
3 
( 4.59) 。 
(2.08) 
1 
(0.48) 
1 
(0.21)。
(0.00)。
(0.00) 
5 
(3.26) 
2 
(3.98) 
2 
(3.98)。 
(0.60) 
1 
(0.10)。
(0.01)。
(0.00) 
3 
(3.33) 
5 
(4.63) 
2 
(2.81) 
1 
(0.98) 
1 
(0.21)。 
(0.03)。 
(0.00) 
64 
(57.51) 
31 
(38.97) 
11 
(13.03) 
2 
(2.83) 
3 6 
(0.57) (3.44) 
1 
(0.04) 
X2 = 4.56 F= 4 -2 = 2 
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第3表 洲崎部落家族集積状況
( )は理論値。 P=0.333
諸問 1 2 3 。 
4 5 6 7 計
以上 
。 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
2 
(2.00) 
1 
(1.00) 
2 
(2.23) 
2 
(2.22) 
1 
(0.55) 
(1.48) 
2 
(2.22) 
3 
(1.11)。 
(0.19) 
4 
(2.77) 
5 
(5.53) 
4 
(4.14) 
1 
(1.38)。
(0.17) 
2 
(1.85) 
7 
(4.61) 
2 
(4.61) 
3 
(2.30)。 
(0.57)。
(0.06) 
2 
(1.57) 
1 
( 4.75) 
8 
(5.93) 
4 
(3.95) 
3 
(1.48)。 
(0.36)。
(0.03) 
2 
(0.82) 
3 
(2.87) 
1 
( 4.30) 
3 
(3.58) 
4 
(1.79) 
1 
(0.54)。 
(0.09)。 
(0.09) 
14 
(12.7) 
21 
(23.2) 
19 
(20.6) 
11 
(11.39) 
τ 
( 4.01) 8 
1 (4.89) 
(0.88) 
X2 = 2.27 F = 5 -2 = 3 
十 A.d. 24名で， 両部落ともその分布状況は近似
しているので，両部落を合併して下記の如く考察し 
7こ。
第 1項宿主の性別寄生鈎虫種
男子の寄生鈎虫種は N.a.単独5名 12.2%，A. d. 
単独33名80.5%，N. a. +A. d. 3名7.3%であり，
女子では N.a.単独44名38.3%，A. d.単独27名 
23.5%，N. a. +A. d. 44名38.3%である。即ち， 
N.a.1ζ対する A.d.の比率は男子では 1:4.5， 女
子では 1:0.81で，男子は A.d.が著しく多く，女
子はこれに反して N.a.が僅lと多い。
第4表 
作業型別
性別
第2項作業型別寄生鈎虫種
作業型別lζ寄生鈎虫種別を示したものが第4表で
ある。農業従事者では N.a. 79名に対して A.d 
48名で N.a.対 A.d.の比は 1:0.61で N.a.が多
い。漁業従事者 22名及び乳幼児4名はすべて A.d. 
単独で，農業・漁業以外の勤労者及び学童では前者
は N.a. 15名， A. d. 24名，後者は N.a. 2名， 
A. d. 9名で，何れも A.d.が多い。
一方農家の成人以上を対象に専従者，農業手伝い
者及び全く農業を行わない者とに分けて寄生鈎虫種
別を示せば第5表の如くで，全く農業を行わない
ム口、 計
男 女。。
 
1 I 3。。 
5 
33 
3 
44 
27 
44 
合計 22 41 115 
N.a. 
A. d. 3 I 45 
。。 4 
22 。 7 17 
。 2 
3 6 
。。 
1 3 
8 
36 
88 
: 
71 
。 。合 N.a. 79 15 2 96 
計 A.d. 48 22 24 9 4 107 
9 
第 1号 吉野: 千葉県下一半農半漁村における鈎虫の疫学的研究 -417ー
第5表 農業就業別の寄生鈎虫種
就業型態別 l 農業専従者!農業手伝者 l 舎;君主 I~ 童及完 l 合 計
』性 別(男|女|男|女|男|女|男|女| 男
N. a.単 独 3 39 2 4 。。。 1 5 44 
A. d.単 1虫 2 9 。 4 27 6 4 8 33 27 
N. a. +A. d. 1 36 1 6 1 1 。 1 3 44 
メ口斗 計| 6 I84 I3 I14 I28 I 7 I 4 I10 I 41 I115 
N.a. 4 75 3 10 1 1 。 2 8 88 
: 
A. d. 3 45 1 10 28 7 4 9 36 71 
合 N.a. 79 13 2 2 96 
: : 
計 A. d. 48 11 35 13 107 
女 
第6表 職業別の寄生鈎虫種 ( )は%を示す。
β、
口
純農家|兼業農家|非
男|女|男|女|男
A. d.単独
唱 i
噌 
に 
dqtuqo
qo ta
唖
qhd
計 12 31 101 4 
t ' A4n，u 115 
N.a. 3 10 5 77 。 1 8 88 
: 
A. d. 4 5 28 64 4 2 36 71 
メ口L N.a. 13 82 1 96 
: 
計 A. d. 9 92 6 107 
計一女
4
品&巧
刈吐 
農家・非農家別 家|合
性別 
N. a.単独 
女|男
nU
N. a. +A. d. 告i
者の群では N. a. +A. d. 2名を除けば全員 A.d. 陽性者 1名の家族では N.a.対 A.d.は 31: 16で
単独で，農業手伝い者の群では N.a.対 A.d.は N.a.が多いが，一世帯内陽性者2名以上の N. a. 
13: 11で略同率であり，農業専従者群では N.a.対 対 A. d.の寄生者の割合はそれぞれ陽性者2名 30 : 
A.d.は79: 48でN.a.が多い。 32，陽性者 3名 18: 26;陽性者4名 10 :26，陽性者
第 3項職業別寄生鈎虫種 5名7: 7で一世帯内に鈎虫感染者の多い家族では
次lζ農家(純農家と兼業農家lζ分ける。)，非農家 A. d.が N.a.'よりも多く感染している。更1(，性
別に鈎虫の種別を示したものが第 6表である。これ 別にみれば N.a.対 A. d.の比は陽性者 1名の家族 
Kよれば純農家では N.a.対 A.d.は13: 9で N.a. は男子 3: 7，女子 28: 9であるが，一世帯内の鈎虫
が多く，兼業農家では N. a.対 A. d.は82: 92で 陽性者2名以上の家族では，家族内陽性者2名の場 
A.d.が多いが，特に男子は A.d.が大多数で女子 合は男子 2: 7，女子 28: 25で，男子は A.d.が多
は N.a.が多い。非農家では例数が少いが N.a. + く，女子では N.a.が多い。陽性者3名では男子 
A: d. 1名以外の 5名は A.d.単独であった。 3:10，女子 15:160 4名では男子 0:11，女子 10: 
第4項寄生鈎虫種の家族集積性 150 5名では男子 1:'2，女子 6:5で，例数の少い
寄生鈎虫種の家族集積性を検討するために家族内 5名の家族を除けば男女とも A.d.が多く，その比
陽性者数別に性別及び年令層別 (15才以下及び 16 は男子の方が著しい。また， 15才以下では N.a.対
才以上)!乙分けて示したものが第 7表である。 A.d.は2:13で A.d.が著しく多い。
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第 7表 寄生鈎虫種.の家族集積状況
家陽性族者数内 持一 計 
N.a. : Ad. 
( )は年令層別 
1人 1 1 1 1 52 
(31;1;) 
31: 16 財以上 21 4 1 i | ; l A142 
2人 
15才以下 
16才以上 
1 
3 
5 
4 
60 
(よ 2~) 
30: 32 1 10 
1 
18 
3人 
15才以下 
16才以上 
:1 
1 
2 
2 
2 
1 
39 
(よ 2~) 
18: 26 l' 5 
7 
4 
1 
3 
2 
10 6 I 25 
4人 
財以下 
財以上 
:1 
40 
(よみ 
10: 26 :1 4 
10 
6 6 10 I 26 
5人 
15才以下 
16才以i上 
1 
10 
(i;) 
7: 7 
:1 
1 
1 
1 
2 
1 3 
第4節 「肥ガセj調査成績 2~3 週間後の雨上りで， 甘薯の苗床での草取り及
被調査人員 78名〈男 16名，女 62名〉でそのうち び苗取りの際7名 58.3%，キウリ，ナス等の草取り 
12名 15.4%1[.鈎虫性皮膚炎と思われる[肥ガセjが の際2名 16.6%，その他 3名 25.0%であった。畑の
認められた。第 8表はとの 12名について「肥ガセj 状態は何れも湿っていたことを認めている。
発生当時の状況を示したものである 「肥ガセJ既往回数については毎年 1回経験する 
ζの 12名は全員成人女子で N.a.単独7名， N. もの 5名で，過去K2回経験したもの 1名， 3回経 
a.十 A.d. 2名，不明 3名であり一様に農業従事者 験したもの 2名， 5回以上経験者 4名であった。
であった。 なお，非経験者 66名の鈎虫種は N.a.単独 11名 
n~ガセ j 発生時期は春から夏(自 4 月至 8 月)で (男 0，女 11)，A. d.単独 23名(男 9，女 14)，N. a. 
ある。[肥ガセj発生時の作業は人糞を直接施した +A. d. 10名〈男 2，女 8)，不明 22名(男 5，女
17)であった。
第 8表肥ガセ発生時の状況調査
。
田 甫
作 業 場
畑 j也 12 
発 時生 期
春
夏
9 
3 
人糞施肥の要領
直 接
日巴 溜
9 
3 
発 生 所場
手
足
9 
3 
手
足
の 部 位
背部
指 (s.Il:)間
4 
8 
作業時の手足の 裸 足 4 
状 況 地下足袋 8 
施肥から発生 3 週以内 3 
までの期間 3 週以後 3 
第4章集団駆虫成績
第1節駆虫成績
波左間部落は 1ー プロ{ム・ナブトールー(2)の二
日間連続投与で，駆虫後検使実施者 55名中虫卵陰
転者 36名 65.4%，洲崎部落はアスカリドール・四
塩化エチレシ合済を使用し後検使実施者 94名中虫
卵陰転者 42 名 44.6~るであった。第 9 表は鈎虫の種
別に虫卵陰転者数を示した。(但し洲崎部落について
は、後検使実施者中排虫調査を実施し得た 39名の成
績である)。即ち，波左間部落では N.a.単独 77.7
%， A.d.単独 66.6%. N.a. +A. d. 52.6%。洲崎
部落では N.a. 単独 46.2~るt A.d.単独37.5%，N. 
a~ +A. d. 10.0%の陰転率で各種別とも波左間部落
の 1ー プローム・ナフトールー(2)の陰転率が高い。
第2節駆虫剤の副作用
第 10表は波左間部落及び洲崎部落における集団
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第	 9表 鈎虫種別の駆虫成績
波-&.間蔀落寸1#11埼蔀落 ひa c.o 
〉 
It四塩化エ } C D
目置
〈 .-1 t、
( h h . N a
(ロコおナ)I
( ∞ . 回 目 門 一 )
部 山 町 民 川  
阻
百国 一 =
I
ン・アスカリ|ltドール合剤1 w m  
鈎虫種別居喝件関数|警可件関数 
r"¥ 
小司
αコ 
14 	 6 世ドε、~ 。 c.o噌円18 (77.7) I I(46.2) 	 3 ひ司N. a.単独 	  ¥._/ム v 
/ー、12 噌，. 6 	 ひ司A.d.単独 18 (66.6) I I(37.5) 	 -mlE' Cコ σ3ムV	 • 華道 Zエ『 c.o 	 p、
、ーノ 
10	 1唱^N.a.+A.d. 19 筒、f
t、(52.6) I I(10.0)ム v c.o F・4選包。い阪市求時隠畑町包(〉
鑑
ロ
‘尚 C¥J σコ 
メL ¥J計 55口 (ぷ〉 |39l 〈3;:〉 司、rr"¥ 
o'l J σコ
相誕J.E-嶋 M 巴!日 53 
l 、../駆虫の副作用症状及びその発現率を示したものであ
r、 
σコる。波左間部落はオーミシ頼粒使用で副作用発現率 r、.喋 ひ司C¥J σコ
は15.8%，洲崎部落はアスキスE液，後下斉IJ(で硝〉 LJ 
〆目、
使用で副作用発現率は 92.7%であった。 アスキス 吋-州時
tsg
¥._/ IE液使用の洲崎部落が副作用発現率が高い。とれ等
の副作用症状発現者は被駆虫者が自ら訴えたもので
なく監視者の質問K答えたもので殆んどが一過性の
軽度のものであった。特p:，症状が強く医療を必要
としたものはなかったが，アスキス E液使用群に腹
痛，舌のしびれ感等や〉高度の副作用発現者が 3名
あった。
第 5章 考 察
〆ー、
時	 。 寸4q 
小耳時可 4司	 、ーノ 
~ 
献零髄 I_.守 lns時R E 盤 I;..i;!: ~g 
長 
吋4
小3f国 時R 話i ひ昌 
民 c.o σ3 
ひ司 ひ司 1σ3 0"，. 
去と 
半農半漁部落である館山市波左間及び洲崎の 2部
l0B! 
落について鈎虫に関する疫学的調査を実施した。即 臨
脱臥 c.o J c.o 
ひ3 l 小3 N HZ 
ち，本調査地区住民の生業は農業と漁業民大別せら
れ，しかも男子は漁業，女子は農業に従事する習慣
で，衣食住は同一でありながら昼間における活動状
況を全く異にするものである。従って乙れ等住民の
鈎虫感染状況を詳細に調査することは鈎虫感染様式
を知る上に役立ち，ヲ1~ ，ては鈎虫予防対策上有意義
なζとと思われる。
鈎虫の感染状況について考察すれば，鈎虫卵陽性
率は，波左間 14.7%，洲崎33.3%で他の寄生虫の
制。同紙
c.o 0 
l!';)笹田飽 e， 1~S 
o'l c.o 
鴎 ，~ σコ 6lgd 
r c.o σコ コσコσニ，d a舟うう 吋‘
。司
甑 !思 か3吋4
ザコ
明記
∞ 
」J
mTN眠
〈
それに対して高率であった。乙れは畑虫については
既に住民もその病害についての認識もあり，駆虫剤 桝
を服用するととも多いのは対して鈎虫は個人的に鈎 属
虫症として医療を受けた者以外は病害Kついても，	 機 r ヘ|鴇 ヘ
日立ミ 記匝| 撲
f
民
また，感染iζ関する知識も少なし予防lζ関しては 話醸 |悼同
日入 |削
， -t十
κ 
全く無対策であったためと思われる。また，波左間	 機 w.::. ((1./ Jb
部落は洲崎部落lζ比して鈎虫卵陽性率が著しく低か kll 醤 rく、
揺 題対越|宇久忠 
った。その原因を究めることは困難であるが，土質	 '---' J 汚己 ¥、ー/
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は既に述べた如く波左間部落では砂質壌土，洲崎部 の農業・漁業以外の勤労者群にとれ等老人が多いの
落では埴壌土が多く，三原く加は砂土及び砂壌土は は，前述した如く 1人当り所得額についても洲崎部
鈎虫寄生率低く，壌土及び埴壌土は高率であると述 落よりも恵まれ生活が安定している事，一戸平均耕
べ，石川  (29)はその土地の土壌合水量が鈎虫卵陽性 地(畑)が少いこと等により女子や老人が早く農耕
率lζ関係する ζ とを報告しているが，乙の点につい から遠去かるものと考えられる。 
ては更に今後検討する必要があると思われる。更に ζの様な作業型別の陽性率の差異は，土壌に接す
一戸平均の畑耕作面積が，洲崎部落は波左間部落よ る機会の多少，即ち，経皮感染の可能性の大小によ
りも多い点，また，所得額世帯員 1名当り金額にお って生じたものと考えてよいようである。而して漁
いで波左間部落は洲崎部落よりも恵まれている等の 業従事者及び乳幼児群にも鈎虫卵陽性者を認めたこ
社会条件も考慮すべきであると思われる。即ち，所 とは必ずしも汚染土壌K接する ζとのみによって鈎
得額調査によれば 1人当り金額 2万円以下の世帯は 虫感染が成立するものとは考えられず，との解明 lと
波左間部落では 36.6%，洲崎部落は 71.2%を占めて は鈎虫種別分布をも考慮、して追及する必要がある。
いる。而して肥溜調査では両部落とも完全なものは 両部落の鈎虫種別成績によれば本地区は N.a.及
殆んど皆無であった。 び A.d.両種鈎虫の混合淫浸地区であって， しか
年令別鈎虫卵陽性率は年少者lζ低率で成人及び老 も，両種の淫浸状況は性別，年令別，作業型別及び
人層lζ高率を示し，多くの報告にある如くであっ 職業別に非常に特徴が認められた。即ち，作業型別 
7こ。 l乙鈎虫種別をみれば， A.d.は作業型の如何を問わー
性別鈎虫卵陽性率は有意差をもって女子が高率で ず全ての作業群K認められるが， N. a.は乳幼児群
あるが，学童及び乳幼児の年少者層では性差が認め 及び漁業従事者群には全く認められず，農業従事者
られず，成人層において著明な性差が認められた。 群及び農業・漁業以外の勤労者群K多く，特 IC，女
学童及び乳幼児では男女とも生活様式及び生活環境 子に多かった。また，農業を営む家族を農業従事者，
が大略同様であり，生活範囲が狭く，従って経皮感 農業手伝い者，農業を行わない者応分け観察すれ
染の機会が少く鈎虫卵陽性率も低く，特に性別にも ば，農業従事者群及び農業手伝い者群では N.a.及
差異を示さなかったものと考えられる。一方成人及 び A.d.ともに認められるに反して，全く農業を行
び老人層では前述した如く女子は主として農業従事 わぬ者の群では男女とも A.d.単独であった。
者で，男子は大多数が漁業従事者であり性別 K生活 職業別寄生鈎虫種は，純農家は N.a.及び A.d. 
環境を大いに異にしている。乙の事が性別鈎虫卵陽 が共に認められ，兼業農家では男子は A.d.が多く
性率に著しい差を示したと考えられる。 女子では N.a.が多い。非農家では男女とも A.d. 
次に作業型別l乙鈎虫卵陽性率を考察すれば，漁業 が多かった。
従事者群は極めて低率で，農業従事者群とは有意差 以上何れも毎日の生活様式から労働条件に従って
を示した。農業従事者群と農業・漁業以外の勤労者 分析したのであるが， A. d.は作業型，生活型の如
群との鈎虫卵陽性率は，洲崎部落では農業従事者群 何を問わず認められ， N.a.単独は乳幼児群，成人
が有意差をもって高率であるにかかわらず，波左間 lとおける漁業従事者群，全く農業を行わない者及び
部落では有意差は認められなかった。農業・漁業以 非農家群には認められなかったことは注目 κ値する
外の勤労者群に含まれる子守，留守番等lζ携る老人 と思われる。また，農業従事者群，農業手伝い者群
達の中には近来まで、農業iζ従事した者が多く，その 及び兼業農家の女子等lζは N.a.を多く認めたこと
鈎虫卵陽性率は，波左間部落では 31名中 17名 51.6 は， N.a.の感染は汚染土壌との接触によって成立
%，洲崎部落では 9名中 5名 55.5%で両者とも高 する乙とが考えられる。即ち， N.a.は経口感染は
率である。 極めて行われ難く，その感染経路は経皮感染による
今乙れ等老人達が農業・漁業以外の勤労者群の中 ものと思われる。最近の山下〈30〉，水野〈31〉，吉田 (32)
で占める割合をみれば，波左間部落では 85名中 31 等は人体感染実験を行って， N.a.の経口感染は認
名 36.4%，洲崎部落では 48名中 9名 18.7%で波左 められなかった ζ とを報告している。
間部落の方が逼lζ多い。従って波左間部落ではとれ 一方 A.d.は年少者，漁業従事者，及び非農家等
等老人達の高い陽性率が影響して農業従事者群との 土壌接融の機会の大小花よる乙となく，感染者が認
問に有意差がなかったものと思われる σ波左間部落 められたことは経皮感染を主道とする立場からは説
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明し難く，むしろ，経口的に感染が成立することを
忠わせる。
世帯内に鈎虫陽性者の多い家族の鈎虫種別は，家
族内陽性者の大部分の者irA. d.の寄生が認めら
れ，その上成人女子には N.a.をも有するものが多
かった。 ζれは A.d.は家族に共通した飲食物の如
き同一感染源K曝露されて感染が成立したと考えた
方がよく，それに対して N.a.は農業に従事するこ
とによって経皮的民感染を受けたものと考えられ，
その感染は農業lζ従事するものに広く認められ，世
帯家族中鈎虫感染者 1人の例は殆んど N.a.単独で
成人女子であった。
以上総括すれば当地区の如く半農半漁村において
は， A.d.は経口感染を主要感染経路とし， N.a.は
で，経皮感染の機会が小である様な場合があっても
直ちに経口感染と断ずべきではないと述べている。
本地区は暖冬涼夏であり冬季も無霜地帯であり，畑
地Jζ撒布された虫卵は N.a.及び A.d.ともに虫卵
勝化，仔虫発育には好条件であると考えられ，また
人の側については衣食住は同一条件で， tこだ人の側
において性別K作業条件が異るのが特徴である。こ
の様な環境下にあって N.a.は土壌に関係ある群に
感染の成立が認められ， A. d.は土壌と関係なくあ
らゆら群民家族的に感染が認めるれた事実は， N.a. 
は土壌と接触する ζとによって経皮感染を主要感染
経路とし， A. d.は土壌との接触の有無に関係なく
経口感染を主要感染経路とすると考えられる。
その他鈎虫卵陽性率と経済条件との関係について
経皮感染を主要感染経路とすると考えてよく，横JI は，所得額及び耕地面積の大小について調査した
〉，33¥く 永吉〈15X16 浅田(34)等の述べている如くであ
った。
また，両部落とも家族集積牲が認められなかった
が，高い感染率を示した成人女子が広く農業に従事
しており，大部分が N.a.感染者であったことによ
ると思われる。即ち，女子の農作業は各自家庭の耕
地のほか，農繁期には他地区への農耕日雇い，地区
内他家への手伝い等，耕地が狭少のため互いに扶助
し合つで行われているのが現状である。そのため各
家庭において成人女子だけKN.a.の感染が広くみ
られ家族集積性が認められなかったので、あろう。
また， r肥ガセj経験者 12名全員が農耕従事者で
あり，鈎虫種別は N.a.保有者であった。「肥ガセj
と鈎虫種別との関係は現在まだ不詳の点が多いが，
水野(31)等は人体感染実験で N.a.の方が「肥ガセ，
発症程度が高く，永井(35)，柳沢ら (36)等は N.a.淫
浸地区で高率に認めており，磯田(37九田畑(38)等の
A. d.絶対優占地区民於ける調査では「肥ガセJが
殆んど認められなかったこと等より N.a.の方が
「肥ガセj発現度が高いものと考えられる。また春
田(39)もRa.寄生者に「肥ガセj経験者が多いと報
告している。 しかし，磯田町〉も述べている如くこ 
の事は N.a.の感染経路として経皮感染を肯定し得
るも A.d.が経皮感染をしないとする根拠にはなり
得ない。 
鈎虫の感染経路について小宮(40)は鈎虫に対する
自然的条件，人K対する環境的社会的条件及び鈎虫
と人との生態学的関係をも考慮、して初めて実際の場
における感染経路を云々し得ると論じ，水野(41)は
人の生活様式よりして一見経口的感染の機会が大
が，特別の関連は認められず，前者については小宮
山(42)の川崎市登戸地区民おける成績，後者につい
ては鈴木〈仰の宮城県における成績があるが， ζれ
等の成績でも特K関係を認められなかったととを報
告している。本地区では鈎虫に関して個人的に鈎虫
症の医療を受けた者以外は鉢l虫lと対する認識も少
く，無対策の状態で、あったため経済的な余猶の有無
にか〉わらず予防対策も行われなかったととによる
ものであろう。耕地面積の広狭による条件について
は，水野(23九柳沢〈36〉，磯田(37)は畑耕作面積の少い
ものに鈎虫卵陽性率が高い傾向があると述べている
が，当地区は 1戸平均畑耕作面積が少く，農耕従事
者の活動範囲も狭く，また，成人女子に限定されて
いるために鈎虫卵陽性率に影響がなかったものであ
ろう。
なお，集団駆虫について考察すれば，駆虫による
虫卵陰転率は鈎虫種別lとより異る ζとについて，松 
崎〈44〉，山崎〈45〉，栗林〈46〉，吉田(47〉，小宮(48)， ;f:Jis 
沢(36)等は N.a. R.高率で A.d. iζ低率であると述
べている。著者の成績では 1ー プロ{ム・ナフト{
ルー (2)を用いた波左間部落は， N. a.単独 77.7%，
A. d.単独 66.6%，N. a. +A. d. 52.6%，四塩化エ
チレ Y とアスカリドールの合剤を用いた洲崎部落
では N.a.単独46.1%，A. d.単独 37.5%，N. a. + 
A.d. 10.0%で，両薬剤とも N.a.が A.d.よりも
陰転率が高く， N. a. +A. d. K最も低率で、あった。
小関(40)は両薬剤を比較検討して両者の陰転率に差
異はないが，何れも N.a.の陰転率が高い成績を述
べている。著者の成績では 1ー プロ{ム・ナフト{
ノト(2)の陰転率が高率であったが，波左間部落の
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鈎虫卵陽性率は 14.7%，洲崎部落のそれは 33.39古
で，洲崎部落は陽性率が高く従って濃厚感染者も多
かったと考えられ，そのために陰転率が低かったも
のであろう。また，両種混合寄生が単独寄生者K比
して低率であったのも上記理由lとよると思われる。
副作用発現率は 1ー フ守ローム・ナフトールー(2)で
は一過性の軽度の症状が 15.8%あったが，四塩化エ
チレジとアスカ PドーノLの合剤では，何等かの症状
を訴えたものが 92.7%あり，舌のしびれ感，腹痛等
のため臥床を必要としたものが 3名あった。従って
集団駆虫lとおける両薬剤を比較すれば，服薬の上か
らは合剤は液剤であるためのみ易い利点はあるが，
副作用の点では 1ー プローム・ナフトーノト(2)の方
がすくやれていると思われる。
第 5章総 括
半農半漁部落である館山市波左間及び洲崎の両部 
落住民について昭和 31年 9月より 12月に到る聞に 
検便を実施し，併せて鈎虫種別淫浸状況を明らかに 
するとともに各家庭の生活様式を調査して，鈎虫感 
染の疫学的考察を行った。 
1. 鈎虫卵陽性率は年少者に低く，成人民高率で 
あり，性別には特に成人層において有意差をもって 
女子に高率であった。 
2. 作業型別鈎虫卵陽性率は，農業従事者K高率 
で，漁業従事者は極めて低率であった。 
3. 寄生鈎虫種は N.a.及び A.d.の両種であっ 
たが N.a.は成人女子で農業に携わるものに多く， 
成人男子(漁業従事者)及び乳幼児群には全く認め 
られなかった，一方 A.d.は性別，年令別，職業別 
及び作業型別の如何にかかわらず全ての群に認めら 
れた。 
4. 鈎虫卵陽性率と家族集積性との関係は認めら 
れないが， 2人以上の陽性者を有する家族には A. 
d.集積性の傾向が認められた。 
5. r肥ガセj既往経験者は全員 N.a.保有者で， 
女子農業者であった。 
6. 以上の成績から N.a.は汚染土壌との接触に 
より経皮感染を主道とし， A.d.は土壌との接触機
会の如何にかかわらず認められたことより，経口感 
染を主要感染経路とするものと考えられる。 
摘筆するにあたり，終始御懇篤なる御指導並びに 
御校関を賜わりました恩師柳沢利喜堆教授に深甚な 
る感謝を捧げます。叉御援助いただいた内田昭夫助 
手lζ深謝いたします。
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